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る ICR処理工法による疲労き裂の補修技術に着目している．  



















































































は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める.また,平成 27 年 8 月 25 日，論
文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基
準を満たしていることを確認し，合格と認めた． 
 
 
